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Aphilologica］investigationoftheeffectsofHemerocallisonone,ｓｂｏｄｙｗｈｅｎｉｔｉｓｃｏｎｓｕｍｅｄａｓ

ｆｏｏｄｗａｓundertaken・ThereweredifferencesbetweentheeffectsofHemerocaUisasstatedinthebooks

publishedinOkinawaPrefectureandthosedescribedinthebookspub1ishedoutsideofOkinawa・The

lattermadementionofantipyreticactionsanddiureticactionsasthemajoreffectsofHemerocallis・

AnumberofbookspublishedwithinOkinawaindicatedthealleviationofinsomniaasamajoreffect
ofHemerocallis・

WithregardtoAkinowasuregusa（HemerocaJlis/ｉＬｌｕａＬ・var・semperDire几ｓＭ・Hotta),aHemerocallis
genusofthelilyfamily，apowderderivedfromfreeze-driedflowerswasadmmisteredtoddYmice‐

ｓｏｍｅｆＯｒｏｎｅｍｏｎｔｈａｎｄｏｔｈｅｒｓｆｏｒａｐｐroximatelyayear・Noneofthemicerevealedinhibitoryactions

inthestudiesusingastep-downtypeofenvironmentalequipment，aneight-directionalradialmaze

type，andawatermazetype．

1゜はじめに 多食によって、記憶障害を引き起すらしいとの記

載や５１、その他の毒作用についての記赦も見受け

られる`)。本研究においては、萱草の作用につい

て文献的検索を行うとともに、萱草の花の凍結乾

燥粉末を経口投与したマウスの行動の変化につい

て検討した。

社会生活の複雑化に伴うと考えられる不眠症の

訴えが増加している。健康の維持増進のための生

活の要件として、適当な栄養、運動、休養、があ

げられるが、睡眠は休養の重要な要素である。通

常、不眠症に対しては、睡眠薬が処方されるが、

持ち越し効果')や宿酔効果')などの副作用の不安

を残している。睡眠薬の中でも、短時間作用性の

薬物は、翌日に作用が残存しないが、一過性の記

憶障害を起こす場合があるとの指摘もある】)。

不眠症の一部は、昼間の適度な運動や:)食生活

の規則化によって改善される可能性が示唆され

た3)。さらに、特定の食物によって、あるいは食

物の組み合わせによって改善される可能性につい

て検討した。沖縄においては、萱草が不眠症に対

して効果を示すとの伝承がある。筆者は、萱草の

花の凍結乾燥粉末をマウスに対して投与し、睡眠

量の増加を観察した⑪。しかし、萱草花の場合も

2．文献にみる萱草の作用

沖縄県内および東京都内の図書館において利用

可能な図書の中で、沖縄県外で出版された図書に

記賊されている萱草の効用について表１にまとめ

た。

いくつかある効用の最初に、解熱や利尿作用を

あげている文献が多い。

3．沖縄関係図書にみる萱草の作用

沖縄県内で出版された図書に記戦されている萱

－２３１－
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草の効用について表２にまとめた。最初に不眠症

に対する効用をあげている文献が多い。

写真１－Ａ)、御膳本草（東恩納寛惇編、写真１－

Ｂ)、御膳本草（伊波普猷蔵本の写本、写真１－

Ｃ）の３件は東恩納寛惇文庫とされるものである

が、不眠症についての記述はない。1961年に出版

された當間清弘編御膳本草綱要（写真１－，）

には、萱草の項に不眠症についての記述が認めら

れる。

4．「御膳本草」における萱草

沖縄県立図書館に４件の御膳本草が所蔵されて

いる。それぞれの御膳本草における萱草の効用に

ついて写真１に示した。御膳本草（沖縄図書館本、

Ａ

写真１「御膳本草」における萱草

ＣＢ 、

－２３４－
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5．試料および試料の投与方法 選ばれた。マウスが放たれてから、プラットホー

ムを探し当てるまでの時間を測定し、実験値とし

た。水の上に上手に浮かんで５分以上経っても泳

ぎを開始しないマウスは、実験より除いた。実験

は18時から20時の間に行った。

本実験使用の萱草花は、1990-1992年の９～１０

月に沖縄県内で採取した。採取時間は午後６～７

時の間とした。萱草の花は朝開花し、晩にしぼむ。

しぼむ前の夕方に採取した。

採取後-20°Ｃで保存し、使用の数日前に凍結

乾燥機にて乾燥した。１個の花の重さは約３９で

あった。乾燥後の重量は12％となった。乾燥標品

はグラインダー（SIBATAPERSONALMILLS

CM-40A）にて粉末状にし、市販のマウス用粉末

飼料（日本クレアCE2）に、０．３％の割合で混

合して与え、実験群とした。対照群には市販の粉

末飼料のみを与えた。餌と水は毎日新鮮なものに

取り替え、投与時間や投与量の制限を行わず、自

由摂取とした。

放射状迷路学習

８方向性放射状迷路学習を行った。

装置には８本の走行路があり、その交点となる

中心部の広場に立てた直径10ｃｍの円筒の中にマ

ウスを入れ、５秒経って、筒を取り除いた。実験

は18時から20時の間に行った。餌は前日の18時に

ぬかれ、マウスは空腹状態にある。マウスは直ち

に餌を求めて動き回る。固型飼料を細かく砕き

(平均重;殴45ｍｇ）小さなケースに入れ走行路の先

端に、マウスから見えない位置に置いた。走行路

には手がかりとなる物体を置かず、マウスは周囲

の状況に基づいて学習した。一度餌をとった餌箱

に再度近づいた場合に誤りとし、８本の餌箱から

すべて餌を捕りおえるまでの誤りの合計を実験値

とし、マウス１匹当たりの平均値で示した。

６．動物実験

雄のddY系マウスを使用した。親マウスを日

本ＳＬＣ（静岡）より購入し、教育学部動物実験

室において繁殖させた第二代目以降のマウスを使

用した。繁殖はポリカーボネイトケージにて行い、

生後８週目から実験食を与えた。離乳後はステン

レス製ケージにて飼育した。ケージの大きさは内

径25×26×16ｃｍであり、４～５匹を一群として

飼育した。それぞれの実験には、同腹のマウスを

同数になるように２分し、実験群及び、対照群と

した。実験は、本学動物実験指針に準拠した。

受動的回避実験

ステップダウン型受動的回避実験を行った。

床にステンレス製の細い棒（直径３ｍｍ）から

なるグリッドを有する木製の箱（l5x15×15cm）

のなかに、小さなプラスチック製の台（９×５．５

×3.5ｃｍ）をおき、その上にマウスを乗せた。こ

の台の上に留まっていれば、マウスは電気ショッ

クを回避できる。マウスの四肢が床に着いたこと

を確認し、電気ショックを与えた。１５分後に再び

マウスをこの小さな台の上に置き、その上に留まっ

ている時llUを測定した。２分以上台の上に留まっ

て、床に降りないでいる場合、マウスは､電気ショッ

ク体験を記憶しているものと仮定し、訓練を中止

した。通常、受動型回避実験は１日１回の獲得試

行や、再生試行が行われる。本研究においては、

全てのマウスが基準値（２分間台上に留まる）に

達するまで15分おきに訓練した。また、音や光な

どの手がかりとなる刺激を与えず、マウスは、周

囲の状況判断から、学習した。

水迷路学習

水迷路は、Morrisの方法5]を改変して用いた。

原報は、円形のプールを使用しているが、本実験

では、たて45ｃｍよこ75cｍ高さ21.5ｃｍの長方

形のプールの中に、直径７cｍ高さ８ｃｍのガラ

スびんを伏せておき（水面下４ｃｍ)、マウスがた

どり着くプラットホームとした。水温は30℃とし、

スキムミルクを溶かして白色にしてプラットホー

ムが見えない状態にした。プラットホームは１角

に両方の壁より15ｃｍ離しておき、目印となる旗

を立てず、マウスは周囲の状況を基に、学習した。

マウスを遊泳開始させる場所は特定せず任意に
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結果 存率は低下しなかった（表４)。

８方向性放射状迷路学習（表４）とステップダ

ウン型回避訓練（表５）においては萱草食投与群

は、対照群のマウスとの間で、差は認められなかっ

た。水迷路学習（表３）においては、第２回目お

よび第３回目に、水中のプラットホームまでたど

り着く時間が、萱草投与群において短縮する傾向

が認められた。

動物は、飼育期間中、ケージ内での異常行動を

示さなかった。外見上の鎮静化や興奮性の上昇は

認められなかった。自律神経症状としての立毛、

軟便、下痢なども認められなかった。実験者に対

する恐怖心も特に感じられなかった。飼育開始か

ら39日目の体重の平均値は実験群が369、対照群

が309であった。１年間の連続投与によって、生

表３水迷路学習

潜 時

第２回

(初回から１時間後）

第３回

(第２回から24時間後）
群例数 初回

対照群５

実験群７

258.0±177.0

126.5±９３．４

101.0±６７．３

５０．１±５４．１

116.8±６９．３

３４．７±４３．６

平均値±標準偏差

潜時：プラットホームにたどり着くまでの時間（単位：秒）

実験食投与期間：実験開始時８週令ddYマウス（雄）に対して１年間

表４８方向性放射状迷路学習

実験日 ５月６日 ７月11日 ７月15日 ７月21日

対照群

（､）

11.5±６．３

２１

４．１±２．８

２１

9.7±５．６

１４

6.2±４２

９

実験群

（､）

13.6±６．２

２５

6.1±５．０

１７

5.0±４．２

１６

4.5±３．２

１６

平均値±標準偏差（単位：すべての餌を取りおえるまでの、１匹当たりの誤りの回数）

実験食投与：1992年４月に８週今｡｡Ｙマウスに対して投与開始し、1993年７月（実験終了）まで継続

、：動物数：各群25匹にて実験開始。途中で死亡したマウスや、実験中摂食行動せず、装置の中を

動きまわっているマウスは、実験より除いたため、例数に変動がある。
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表５ステップダウン型回避訓練

訓練回数１ ２ ３ ５ ６

群
の

昭
皿
一
一

対
、 7.25

±０．５

47.2578.25７５．０

±47.54±48.41±４．１２

120 120

実験群

(､＝4）

7.5

±３．６９

１２２５

±６．８４

8３ 102.799.75

±46.32±４０．５

120

±３７．８

平均値±標準偏差（単位：秒)，、＝動物数

実験食投与期間：実験開始時８週令ddYマウス（雄）に対して１ヶ月間

7．考察 I()、植物名と効用との対応が一定ではない。表２

においては、不眠症に対する効用はアキノワスレ

グサの作用として収束していくようである。表１，

表２および「御膳本草」に関する文献に、萱草の

毒性についての記述は認められなかった。表１の

貝津好孝署「日本の薬草」には、冷え性の人は用

いないほうが良い、との注意書きがある。

本研究の動物実験で、実験食として使用した萱

草は、花の咲く時期、花の形、種子がないことな

どから、アキノワスレグサと判断された。この花

の凍結乾燥粉末を１カ月あるいは約１年間投与し

たマウスにおいて、ステップダウン型、８方向性

迷路および水迷路のいずれの型の学習においても、

阻害作〃]を示さなかった。萱草の種類による作用

の違い、花・茎・根による違い、動物の種類、マ

ウスの系統による違いなどについて、検討を重ね

ていく必要がある。水迷路学習の実験群において、

潜時がより短縮する傾向がみとめられた。しかし、

標準偏差が大きく、この結果についての議論はあ

まり意味をもたないが、少なくとも、今回の実験

条件下では毒作用を示さなかったと言えるであろ

う。しかしながら、幼若期から長期投与した場合

の、繁殖に対する影響や、頭部に外傷を持つ人や

動物に対する安全性は、まだ確かめられていない。

萱草の作用について文献的検討をおこなったと

ころ、沖縄県内で出版された図書と、沖縄県外で

出版された図書において記載内容に違いが認めら

れた。沖縄県外で出版された図書においては、萱

草のおもな作用として、解熱や利尿作用をあげて

いるものが多かった。沖縄県内で出版された図書

においては萱草のおもな効用として、不眠症に対

する作用をあげているものが多かった。さらに、

沖縄の古い食療香とされる「御膳本草」における

萱草について調べた。この本は、侍医頭渡嘉敷親

雲上通寛（1794-1846）の著作であるが、いくつ

かの写本が残されているようである。沖縄県立図

書館開架式閲覧室にて４種類の御膳本草の閲覧が

可能である。写真１に示すように、その中の３件

においては、不眠症についての記述は認められな

い。ハワイ大学所蔵の「中城本」を底本として翻

刻している横山らの琉球国食療書「御膳本草｣`）

においても、不眠症については記載されていない。

したがって、不眠症についての効用は1961年発行

の當問本において加筆された可能性が強い。

沖縄県外図書と沖縄県内図書における記載の違

いについては、１）救荒食物としての萱草が沖縄

で食される頻度が高く、種々の作用について、気

付かれる機会が多かった、２）不眠症が特に沖縄

において関心がもたれていた、３）萱草に属する

植物が何種類かあり、それぞれの作用及び地理的

分布に違いがある、等が考えられるが、いずれも

推測の域を出ない。表１においても表２において
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